
別
府
史
談
総
目
次

創
刊
号

　
創
刊
に
あ
た
っ
て
‘

　
宇
佐
ハ
幡
宮
と
別
府

　
別
府
の
行
政
事
情
（
明
治
前
期
）

　
「
諸
用
留
」
・
「
家
宝
珍
事
記
」
の
時
代

　
古
代
の
別
府
と
朱

　
ヒ
ゲ
コ
と
い
う
名
の
カ
ゴ

　
地
頭
竃
門
氏
に
つ
い
て

　
西
国
筋
郡
代
昇
格
（
文
書
解
読
）

　
展
墓
吉
弘
神
社
祭
神
（
漢
詩
）

　
局
観
音
の
由
来
に
つ
い
て

　
一
通
の
手
紙
と
武
家
不
断
枕

第
二
号

　
鶴
見
由
布
を
め
ぐ
る
神
々

　
別
府
の
行
政
事
情
（
明
治
前
期
２
）

　
内
竃
の
古
墳
と
観
音
堂
（
手
嶋
家
墓
所
）

　
別
府
の
鏝
絵

豊
田
文
一

中
野
　
幡
能

大
野
　
保
治

入
江
　
秀
利

佐
藤
　
　
暁

日
名
子
洋
一

土
屋
　
公
照

入
江
　
秀
利

竹
長
　
善
一

矢
田
　
　
保

安
部
　
和
也

富
来

大
野

相
良

藤
田

隆
保
治

範
子

洋
三

鉄
瓶
石
騒
動
始
末

「
八
百
屋
お
七
」
（
盆
踊
り
口
説
）

ハ
幡
朝
見
神
社
の
神
楽
記
録
に
つ
い
て

久
留
島
藩
鶴
見
村
の
産
業

別
府
大
庄
屋
初
代
堀
助
之
丞
吉
正
に
つ
い
て

ふ
る
き
旅
宿

安
浪
と
安
波

大
友
本
陣
の
歌

竃
門
荘
の
荘
域

鶴
見
嶽
行
常
寺
大
勝
院
の
こ
と

第
三
号

　
景
行
の
豊
後
進
攻
と
速
津
媛
の
奉
迎

　
別
府
の
行
政
事
情
（
明
治
前
期
３
）

　
土
石
流
に
埋
も
れ
た
久
光
島

　
ポ
ス
ポ
ー
ル
（
え
せ
役
人
事
件
）

　
竃
門
又
太
郎
貞
継
道
善

　
火
男
火
売
神
社
の
事

　
豊
後
浄
瑠
璃
へ
の
挑
戦

　
虚
子
と
祖
母
ノ
ブ

入
江

竹
長

小
玉

安
部

安
部

漆
原

安
波

平土
屋

佐
藤

富
来

大
野

佐
藤

入
江

土
屋

安
部

河
野

安
波

秀
利

賢
治

洋
美

作
男

和
也

辰
雄

利
一

次
郎

公
照

　
暁隆

保
治

　
暁

秀
利

公
照

作
男

清
文

利
一
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鈴
木
主
水
白
糸
く
ど
き
（
盆
踊
り
口
説
）

安
政
の
大
地
震
（
史
料
紹
介
）

明
治
初
年
の
農
民
蜂
起
（
文
書
解
読
）

第
四
号

　
人
（
ひ
と
）
と
言
葉
（
こ
と
ば
）

　
別
府
の
行
政
事
情
（
明
治
前
期
４
）

　
別
府
で
聞
か
れ
た
「
九
州
小
安
居
」

　
名
勝
解
説
「
別
府
温
泉
地
獄
巡
り
」

　
新
開
ハ
御
免
蒙
候
（
文
書
解
読
）

　
別
府
を
西
南
戦
争
の
戦
火
よ
り
守
っ
た
五
人

　
別
府
の
伝
説
　
鎮
西
八
郎
為
朝
と
別
府

　
我
が
家
の
宝
塔

　
そ
れ
ら
し
き
こ
と
Ｉ
－
夢
二
と
別
府

　
別
府
市
末
行
遺
蹟
の
銅
鐸
型
土
製
品

　
日
韓
交
流
今
昔

　
菊
舎
尼
と
別
府

田
中

安
部

入
江

三
生

和
也

秀
利

富
来
　
　
隆

大
野
　
保
治

佐
藤
　
嘉
一

星
野
　
純
郎

入
江
　
秀
利

安
部
　
和
也

堀
　
藤
吉
郎

安
部
　
定
雄

大
塚
　
俊
英

佐
藤
　
　
暁

相
良
　
範
子

佐
藤
　
　
勉

別
府
繁
昌
記
（
大
阪
毎
日
新
聞
）
　
三
面
先
生
（
菊
池
　
幽
芳
）

第
五
号

　
明
治
維
新
と
大
分
県

　
言
葉
と
地
名
　
鶴
見
・
石
垣
原
を
め
ぐ
っ
て

　
別
府
の
行
政
事
情
（
明
治
前
期
５
）

　
日
露
戦
争
当
時
の
別
府
町
の
稲
作
指
導

　
地
獄
の
噴
気
を
利
用
し
た
食
べ
物

　
豊
後
明
僣
考
Ｉ
明
欝
會
所
の
設
立
ま
で
ー

　
小
倉
藩
人
畜
改
帳
に
つ
い
て

　
別
府
市
街
に
お
け
る
盃
状
穴

　
石
垣
原
合
戦
の
史
跡
に
つ
い
て

　
「
ふ
い
が
城
」
　
（
発
掘
記
録
を
も
と
に
し
て
）

　
鉄
輪
方
面
修
学
旅
行
の
記
（
明
治
杵
築
中
学
）

　
照
湯
に
関
す
る
史
料

　
別
府
繁
昌
記
�
（
大
阪
毎
日
新
聞
）

　
別
府
の
伝
説
　
悲
し
い
女
の
性

第
六
号

　
別
府
の
タ
タ
ラ
文
化
ｉ
言
葉
と
地
名
②
－

　
別
府
の
行
政
事
情
（
明
治
前
期
６
）

　
大
友
氏
時
に
つ
い
て

佐
藤
　
　
節

富
来
　
　
隆

大
野
　
保
治

小
玉
　
洋
美

藤
内
　
喜
六

入
江
　
秀
利

安
部
　
和
也

佐
藤
　
　
勉

矢
島
　
嗣
久

土
屋
　
公
照

河
野
　
照
之

佐
藤
　
　
暁

菊
池
　
幽
芳

堀
　
藤
吉
郎

富
来

大
野

矢
島

　
隆

保
治

嗣
久
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元
禄
の
簑
器
と
古
語
へ
の
夢

別
府
の
歌
物
語
り

「
石
垣
原
合
戦
日
記
」
（
古
屋
家
文
書
）

豊
後
明
器
考
�
　
天
保
の
改
革
と
明
唇
音
所

梨
子
地
桐
鳳
凰
中
高
蒔
絵
弓
を
得
て

住
吉
様
の
お
祭
り
（
祭
研
究
同
人
）

別
府
繁
昌
記
�
（
大
阪
毎
日
新
聞
）

別
府
の
伝
説
　
聖
の
念
力

豊
後
国
速
見
郡
村
誌
（
抄
）

第
七
号

　
ト
ビ
と
、
太
陽
と
、
エ
ビ
ス
様
（
福
神
信
仰
）

　
寛
永
キ
リ
シ
タ
ン
塔
（
南
石
垣
）

　
別
府
の
行
政
事
情
（
明
治
後
期
一
）

　
大
谷
光
瑞
鏡
如
上
人
に
つ
い
て

　
横
灘
文
人
庄
星
列
傅
（
幕
末
の
庄
星
た
ち
）

　
別
府
市
美
術
館
と
名
作
の
周
辺
日

　
別
府
に
お
け
る
石
器
人

　
松
井
文
書
「
立
石
一
件
」
に
つ
い
て

　
天
明
大
飢
饉
の
口
伝
に
つ
い
て

日
名
子
洋
一

後
藤
　
武
夫

安
部
　
和
也

入
江
　
秀
利

相
良
　
範
子

入
江
　
秀
利

菊
池
　
幽
芳

堀
　
藤
吉
郎

事
　
務
　
局

富
来

藤
内

大
野

矢
島

入
江

江
藤

安
部

佐
藤

相
良

　
隆

喜
六

保
治

嗣
久

秀
利

　
明

和
也

　
暁

範
子

井
上
馨
侯
の
別
府
潜
伏
と
そ
の
前
後

多
賀
神
社
の
こ
と

朝
見
ハ
幡
様
の
お
祭
り
（
祭
研
究
同
人
）

盆
踊
口
説
「
与
十
秀
浦
心
中
」

別
府
の
伝
説
　
霊
泉
・
霊
湯

別
府
温
泉
繁
昌
記
囚
（
大
阪
毎
日
新
聞
）

豊
国
紀
行
・
西
遊
雑
記

第
八
号

　
別
府
町
の
米
騒
動

　
中
演
地
蔵
尊
の
造
立

　
鍛
冶
文
化
の
変
容
－
言
葉
と
生
活
－

　
別
府
の
行
政
事
情
（
明
治
後
期
二
）

　
キ
リ
シ
タ
ン
塔
（
北
石
垣
・
吉
弘
）

　
高
岸
源
太
郎
と
料
亭
「
な
る
み
」
に
つ

　
鶴
見
村
大
庄
屋
直
江
氏
に
つ
い
て

長
谷
部
吉
貞

土
屋
　
公
照

入
江
　
秀
利

佐
藤
　
　
勉

堀
　
藤
吉
郎

菊
池
　
幽
芳

（
抜
粋
紹
介
）

三
重
野
勝
人

　
　
　
　
安
部

　
　
　
　
富
来

　
　
　
　
大
野

　
　
　
　
藤
内

い
て
　
　
矢
島

　
　
　
　
後
藤

エ
ン
ヤ
ン
ド
ッ
セ
ー
の
掛
け
声
が
消
え
た

八
幡
竃
門
神
社
の
ま
つ
り

豊
後
明
欝
開
発
の
史
料

「
別
府
が
、
好
き
に
」
（
市
内
歴
史
探
訪
記
）

入
江

土
屋

佐
藤

國
廣

和
也

　
隆

保
治

喜
六

嗣
久

武
夫

秀
利

公
照

　
暁

清
光
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別
府
温
泉
繁
昌
記
聞
（
大
阪
毎
日
新
聞
）

別
府
の
伝
説
　
怪
力
・
鬼

史
料
　
菌
海
漁
談

蝶
斎
起
友
著
『
温
泉
め
ぐ
里
』
（
史
科
紹
介
）

第
九
号

　
佐
藤
慶
太
郎
と
別
府

　
よ
み
が
え
れ
別
府
市
公
会
堂

鼠
ノ
石
窟
と
土
蜘
蛛
（
付
、
速
津
媛
の
こ
と
）

別
府
の
行
政
事
情
（
明
治
後
期
三
）

間
宮
英
宗
の
来
別
に
関
し
て

第
一
回
国
勢
調
査
と
別
府

大
友
持
直
に
つ
い
て

赤
米
と
さ
つ
ま
い
も

別
府
の
秋
葉
神
社
考

立
石
天
満
天
神
宮
の
「
す
ぼ
ふ
り
」

別
府
歴
史
散
歩
日
　
北
石
垣
の
西
域
コ
ー
ス

別
府
の
伝
説
　
動
物
ア
ラ
カ
ル
ト

別
府
温
泉
繁
昌
記
㈲
（
大
阪
毎
日
新
聞
）

菊
池
　
幽
芳

堀
　
藤
吉
郎

脇
　
　
蘭
室

佐
藤
　
　
勉

江
藤

明

星
野
　
純
郎

大
塚
　
俊
英

富
来
　
　
隆

大
野
　
保
治

佐
藤
　
嘉
一

小
玉
　
洋
美

矢
島
　
嗣
久

人
江
　
秀
利

安
部
　
和
也

伊
東
　
英
俊

日
名
子
洋
一

堀
　
藤
吉
郎

菊
池
　
幽
芳

史
料
　
石
垣
原
の
戦
闘
（
一
）
　
帝
国
在
郷
軍
人
会
大
分
支
部

第
十
号

　
ウ
イ
ル
ス
で
追
う
民
族
の
移
動

　
盆
の
庭
入
り
と
バ
ン
バ
踊
り
（
天
間
地
区
）

　
「
鬼
ノ
岩
窟
」
と
、
鉄
と
、
聖
地

　
別
府
の
行
政
事
情
（
行
政
年
表
）

　
ロ
ー
マ
法
王
様
訪
問
記

　
斎
藤
茂
吉
、
中
村
憲
吉
の
来
別

　
別
府
を
訪
れ
た
文
化
人
た
ち

　
別
府
と
毛
利
空
桑

　
吉
弘
嘉
兵
衛
統
幸
に
つ
い
て

　
別
府
荻
屋
も
の
が
た
り

大
友

松
岡

富
来

大
野

相
良

佐
藤

大
塚

信
也隆実

保
治

範
子

嘉
一

俊
英

安
部
　
和
也

矢
島
　
嗣
久

入
江
　
秀
利

別
府
歴
史
散
歩
�
　
伝
説
と
棚
田
の
里
・
内
成
　
探
　
訪
　
部

史
科
　
石
垣
原
の
戦
闘
（
二
）
　
帝
国
在
郷
軍
人
会
大
分
支
部

第
十
一
号

　
時
宗
寺
院
松
寿
庵
に
つ
い
て

　
別
府
太
郎
・
次
郎
お
よ
び
鷹
の
「
塚
」

　
別
府
市
立
図
書
館
所
蔵
・
和
本
整
理
の
記

小
泊

富
来

佐
藤

立
矢隆

嘉

一
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赤
野
城
と
雄
城
氏

安
部
　
和
也

御
許
山
に
錦
旗
が
立
っ
た
（
小
浦
村
庄
屋
記
録
）
入
江
　
秀
利

亀
川
の
信
仰
に
つ
い
て

別
府
の
伝
説
　
由
布
岳
・
鶴
見
岳

忘
れ
ら
れ
た
遺
跡
の
発
掘
（
一
）

別
府
の
歴
史
散
歩

　
　
石
垣
原
合
戦
の
背
景
と
原
因

　
　
石
垣
原
古
戦
場
を
た
ず
ね
て

豊
後
国
志
　
附
図
（
速
見
郡
）

史
料
　
鶴
見
照
湯
山
瑠
璃
光
堂
温
泉
略
縁
起

第
十
二
号

　
黒
塚
古
墳
と
三
角
縁
神
獣
鏡

　
別
府
と
大
友
氏

　
別
府
の
町
や
村
の
こ
と
（
明
治
前
期
）

　
ト
ビ
（
竜
蛇
）
神
と
南
方
文
化

　
速
見
の
「
土
蜘
蛛
」
と
「
田
野
」
に
つ
い
て

　
土
屋
文
明
の
別
府
来
訪
に
関
し
て

　
大
友
左
兵
衛
督
義
統
に
つ
い
て

　
勘
定
奉
行
に
な
っ
た
庄
屋

相
良
喜
久
子

堀
　
藤
吉
郎

研
　
修
　
部

矢
島
　
嗣
久

探
　
訪
　
部

賀
川
　
光
夫

三
重
野
　
誠

大
野
　
保
治

富
来
　
　
隆

安
部
　
和
也

佐
藤
　
嘉
一

矢
島
　
嗣
久

入
江
　
秀
利

山
家
む
か
し
語
り
（
一
）

随
想
　
武
将
の
生
ま
れ
変
り
は
女

忘
れ
ら
れ
た
遺
跡
遺
物
の
発
掘
（
二
）

火
売
町
の
民
俗
行
事

伝
説
　
僧
侶
の
霊
異

高
崎
山
城
と
杵
原
宮
（
夏
の
歴
史
探
訪
会
）

史
料
　
立
石
村
手
控

第
十
三
号

　
富
来
隆
先
生
追
悼
文

　
大
分
県
の
歴
史
風
土
を
み
る

大
平
　
安
行

島
　
　
節
子

研
　
修
　
部

高
橋
　
憲
二

堀
　
藤
吉
郎

秦

江
戸
時
代
の
別
府
景
観
村
の
な
り
た
ち
と
生
活
後
藤

神
祇
式
内
社
　
火
男
火
売
神
社
（
一
）

わ
が
町
別
府
再
発
見
　
個
性
の
あ
る
町
づ
く
り

書
簡
が
語
る
真
相
　
松
井
佐
渡
守
の
立
石
合
戦

「
武
家
不
断
枕
」
に
つ
い
て

田
原
紹
忍
親
賢
に
つ
い
て
　
大
友
吉
統
の
重
臣

石
垣
護
生
院
　
行
圓
上
人
木
像
の
由
来

大
野

河
村

入
江

安
部

政
博

重
巳

保
治

建
一

秀
利

和
也

矢
島
　
嗣
久

佐
藤
　
正
映

路
傍
の
石
仏
・
墓
石
　
山
家
む
か
し
語
り
（
二
）
大
平
　
安
行

怪
談
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
正
映
・
他

－146 －



別
府
歴
史
散
歩
　
羽
室
御
霊
社
・
姫
山
メ
ン
ヒ
ル

忘
れ
ら
れ
た
遺
跡
・
遺
物
の
発
掘
（
三
）
　
　
　
研
　
修
　
部

地
獄
　
江
戸
時
代
の
別
府
温
泉
の
記
録
日
　
　
　
入
江
　
秀
利

史
料
「
松
井
家
譜
」

第
十
四
号

　
別
府
湾
・
海
外
交
流
の
歴
史

　
麻
生
太
吉
翁
と
川
田
十
氏

　
宇
佐
八
幡
は
な
ぜ
天
皇
家
の
祖
廟
か

　
神
祇
式
内
社
　
火
男
火
売
神
社
（
二
）

　
日
本
人
と
「
神
様
」
信
仰
を
考
え
る

　
　
　
　
「
式
内
火
男
火
売
神
社
」
補
稿
　
（
一
）

　
神
仏
分
離
　
八
幡
竃
門
神
社
の
場
合

　
別
府
（
横
灘
）
の
江
戸
時
代

　
　
　
　
複
雑
な
支
配
の
移
り
変
わ
り

地
神
盲
僧
琵
琶

　
　
　
成
就
院
玄
清
法
流
に
つ
い
て

　
仲
屋
の
「
天
神
水
」
　
朝
見
糸
永
家
の
こ
と

　
耳
川
の
戦

　
温
泉
　
江
戸
時
代
の
別
府
温
泉
の
記
録
（
二
）

加
藤

矢
島

安
部

大
野

大
野

土
屋

知
弘

嗣
久

la保
治

保
治

公
照

入
江
　
秀
利

逼岡
部

森入
江

正
映

光
瑞

正
人

秀
利

忘
れ
ら
れ
た
遺
跡
・
遺
物
の
発
掘
（
四
）

懐
か
し
い
別
府
の
情
景

研
　
修
　
部

入
江
　
秀
利

　
　
　
編
集
後
記

　
市
内
外
の
落
葉
樹
の
萎
凋
が
は
じ
ま
っ
た
。
あ
ち
こ
ち
の

学
校
の
校
庭
に
あ
る
銀
杏
も
黄
色
に
染
ま
り
、
紅
葉
前
線
も

終
焉
を
告
げ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
日
一
日
と
冬
ざ
れ
の
色
を

濃
く
す
る
。
あ
と
一
ケ
月
で
新
年
。

　
ま
ず
、
総
会
記
念
講
演
で
の
的
ケ
浜
事
件
（
末
廣
論
稿
）
。

人
権
教
育
・
差
別
撤
廃
の
今
日
、
別
府
人
が
忘
れ
て
は
な
ら

ぬ
生
き
た
歴
史
の
教
訓
で
あ
る
。
モ
ン
ゴ
ル
の
温
泉
調
査
か

ら
帰
っ
た
ば
か
り
の
京
大
由
佐
先
生
は
超
多
忙
。
そ
の
中
で

の
玉
稿
だ
け
に
有
難
い
。
一
遍
聖
人
の
大
野
論
稿
、
さ
ら
に

野
田
地
区
の
祭
組
の
土
屋
論
稿
、
よ
く
今
日
ま
で
貴
重
な
史

料
を
保
存
し
て
き
た
と
感
心
さ
せ
ら
れ
る
。
「
湯
け
む
り
俳

句
」
（
甲
斐
論
稿
）
の
次
の
一
句
は
、
’
一
幅
の
絵
を
見
る
よ

う
（
風
呂
場
の
ノ
ソ
キ
見
は
ダ
メ
デ
ス
ョ
）
。

　
夫
に
背
を
流
し
て
も
ら
い
　
梅
月
夜
　
香
代
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｈ
1
3
・
1
2
・
４
編
集
子
）
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